













A descriptive study of the tense-aspect-evidentiality suffix jassu 
















































































黒島方言の音素目録は以下のとおりである。 15の子音、 2つの半母音、 5つの母音を認める。





































































































































b. il旦 -ar -1ta 
読む PASS PST 
蓋盤 任意 華麗
読まれた（主節末も連体修飾節末も可能）
c. 1旦旦 -ar -1ta -n 
読む PASS PST IND 
蓋盤 任意 蓋蓋 任意
読まれた（主節末のみ）
d. il旦 -ar iーta -ru 
読む PASS PST ADN 









(10) jum -uta =w勾a
読む PST SF 
蓋盤 蓋麓
読んだよ
(11) 市jum -ar =wa1a 
読む PASS SF 
蓋盤 任意
(12) jum -Jassu =wa1a 













































































































(21) jum -u =waJa 
読む NPST SF 
読むよ
(22) jum -1 =1uu 


















































uva maruma zinfukur utas・jassu=waja





(26）事kinoo kii=nu nar=nu 
昨日 木＝GEN 実＝NOM
昨日、木の実が落ちた























ロiac11aa=nu ar-ta=nu naana nar寸assu












ロiaruma kii=nu nar=nu ut寸assu



































(35) banaa boor-jassu 
1.sG.TOP 疲れる－jassu
私は疲れた
(36) banaa aasun=baaki arak-jassu 
1.sG.TOP 東筋＝LMT 歩く－jassu
私は東筋まで歩いた
(37) banaa maruma booru kir-jassu 


















































a. 事maruma pazimar-jassu=kaja 
今 始まる－jassu=sF
今、始まったかなあ















a.’maruma nabi=nu ut-jassu=pazi 
今 鍋＝NOM 落ちる－jassu＝推測
今、鍋が落ちただろう
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information' (Aikhenvald 2004: 3）をあらわすものであることがわかる。したがって、 jassu
はevidentiality（証拠性。本稿ではエピデンシャリティーとする）にかかわる形式であると言
える9）。






















































































(54) izu=nu pinar-jassu 
魚＝NOM 減る・jassu
魚が減った
(55) usi=nu hazi=nu uraha nar-Jassu 




(56) kisaa kin=ba kis-jassu. airunu maruπia paz寸assu









*maruma uma=na unu pusu 
A 

























































プ CA型とB裂）に分けられる。これらのうち、 B型動詞にはijasuが用いられる。 A型動詞のうち、語幹
末に母音を持つものにはjassuが、子音を持つものにはessuが用いられる。以下、それぞれの例を示す。
jassu : A型動詞で語根末が母音のもの
va-u （食べる） va-jasu （食べた）
essu : A型動詞で語根末が子音のもの
sak-u （咲く） sak-essu （咲いた）
ijasu : B型動詞







icizikan+mai kii=nu nar=nu ut-jassu 
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略号一覧
1人称 INF 不定形
2 2人称 IMP 命令
ABL 奪格 NOM 主格
AON 連体 NPST 非過去
ALL 向格 LMT 限定格
IND 直説 LOC 場所格
PASS 
PST 
SF 
SG 
TOP 
受け身
過去
終助詞
単数
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